
 

和歌山県の教育の大綱～和歌山らしい教育をめざして～ 
 

和歌山県は自然・文化・歴史など豊かで優れた特色を有する一方、多くの課題もあり

ます。そのような本県にあって、社会の宝ともいえる子供たちが夢や希望を抱いて元気

に成長していくことは、県民の願いであり、ひいては本県の発展につながるものです。 

「国家百年の計」と言われる教育は、本県にとっても大切な営みであることから、福

祉との連携・協働を含め、その重要性を社会全体で共有することにより、教育を家庭だ

けの問題にとどめず、地域や社会全体の問題として捉え、和歌山県の将来を担う子供た

ちをみんなで支え、育てていきます。 

 

 育てたい子供たちの姿                         
 

 子供たちが生涯にわたってたくましく、また自分らしく生きていく上で、豊かな教養、

感性、自己有用感等をバランスよく身に付けていくことは大変重要です。そして、それ

らは教室での勉強だけでなく、本物の芸術や文化に触れたり、スポーツや読書、ボラン

ティア活動などに親しんだりすることを通して総合的に培われるものです。 

 加えて、受動的な学びにとどまらず、「なぜか？」「本当か？」と疑問をもちながら物

事を考える力や、多少の失敗にくじけず何度でも挑戦し合意や納得に到達しようとする

力、現状に満足せず活躍の場を広く求め、多様な人々との交流を通して成長しようとす

る態度を身に付けることが重要だと考えています。 

こうした力や態度の育成を通して、自身の考えをつくりあげ、自らの言葉で表現でき

る子供、失敗を恐れないバイタリティーをもった子供、多様な人が共に暮らす社会で他

者の思いに共感し、異なる価値観をもつ人とも協働しながら合意形成を図ることのでき

る子供を育てていきます。 

 

 

 教育の仕組みや内容を見直していきます             
 

ICT の進展により学校教育の新たな可能性が提示され、従来の一斉的・画一的な学校

教育の在り方が大きく変化していることを踏まえ、子供の目線に立って、一人一人にと

って最適な学びや、学校規模の大小によらない教育の質の保障、多様で専門的な学びな

どを推進し、誰一人取り残さず、多様な生徒が共に学ぶ環境づくりを進めます。 

学校のきまりや慣習について、子供たちが主体的に考え対話を重ねることを通して、

望ましい規範意識や自他を認め合う態度を育み、適切な行動を選択できるようになる教

育を進めます。 

 



 

チャレンジ精神や社会性、向上心を高めるため、学習や行事、体験学習など、学校内外

のあらゆる場面において、発達の段階に応じて試行錯誤を繰り返しながら、子供たちが

自分たちで考え、他者と協働しながら行動することのできる機会を充実していきます。 

社会とのつながりや協働を重視する観点から、専門家や地域人材の積極的な活用や世

代を超えた文化交流などを通して、子供たちの成長を多面的に見守ったり支援したりで

きる体制をつくります。 

教職員のやりがいや働きやすさを高めるとともに、教職員が自らの専門性を向上させ

ることができる環境や仕組みを整備します。 

 
 県民みんなで学び、幸せで活力ある和歌山県に          
 

大人が自己実現や生きがいを求めて生涯にわたって学び続け、生き生きと幸せに生活

する姿は、子供たちに将来への希望を感じさせます。そして、希望に満ちた子供たちの

姿が、改めて大人に元気を与え、子供も大人も夢や希望に向かって共に学び続けるとい

う好循環を生み出します。そして、その好循環によって生まれる活力が、県民の幸せや

本県の持続可能な発展につながると考えています。 

そのため、学び直しに挑戦したい人や、教養をさらに高めたい人、専門性の向上をめ

ざす人などが、学びたい時にいつでも学べる適切な環境を整備することが重要です。ま

た、子供たちの模範である大人が前例や固定観念にとらわれず、率先して多様な考えや

価値観を尊重していこうと、学び、実践する姿勢が、全ての人にとって公平公正で誰も

取り残さない社会をつくっていくことにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


